
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号
補助事業に要し

た経費

47,437,028 31,795,0001 福祉対策措置 那珂総合公園等施設維持運営事業 那珂市

備　考補助充当額補助事業者名補助事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

那珂総合公園、中央公民館、市立図書館の11か月分の光熱水費(電気料及び上下水道料）及び市立図書館の司書12人の11
か月分の人件費
那珂市は、第2次総合計画に基づき、未来を担う人と文化を育むまちづくりの推進に向けて電源立地地域対策交付金を活
用し、生涯学習施設の安定した施設運営を行うことにより、住民の生涯学習やスポーツ活動の振興及び住民の生きが
い・健康づくりやコミュニティ活動の推進を図ります。

措置名 補助事業の名称

福祉対策措置 那珂総合公園等施設維持運営事業

補助事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・
施策とその目標

番号

1
補助事業者名 那珂市

那珂市戸崎地内ほか

【主要施策】
第2次那珂市総合計画(平成30年度～令和9年度)
　施策の大綱4　未来を担う人と文化を育むまちづくり
　　施策4　スポーツを身近に感じ親しめる環境を整える
　　　①スポーツ環境の充実
　　　　・スポーツ活動の振興を図ることで、スポーツを通じた地域コミュ
　　　　　ニティの連帯感を深めるとともに、市民の生きがい・健康づくり
　　　　　を推進する。

【目標】
　体育施設利用者数　現状　　234,844人（平成28年度）
　　　　　　　　　　中間目標248,000人（令和2年度）
　　　　　　　　　　最終目標254,000人（令和4年度）

補助事業実施場所

補助事業の概要

補助事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・
施策とその目標

【主要施策】
第2次那珂市総合計画(平成30年度～令和9年度)
　施策の大綱4　未来を担う人と文化を育むまちづくり
　　施策3　生涯にわたり学ぶことができる環境を整える
　　　①生涯学習環境の充実
　　　　・生涯学習に対する市民の多様なニーズに対応し、市民一人ひとりが
　　　　　生涯にわたりテーマを持って学習できるように、生涯学習施設の安定
　　　　　したサービスの維持と充実を図る。

【目標】
　学習活動をしている市民の割合　　　現状　　 24.8％（平成28年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中間目標 29.0％（令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終目標 30.0％（令和4年度）
　市民一人当たりの図書館資料貸出数　現状　　　8.5点（平成28年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中間目標　9.5点（令和2年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終目標 10.0点（令和4年度）



点

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

評価年度 令和3年度

市民一人当たり
の図書館資料貸
出数（点）9.6点

市民アンケー
トにおける回

答

22.2
29.1
76.4%達成度

%

資料貸出数/人
口

成果実績

平成30年度 事業終了（予定）年度 令和4年度事業開始年度

成果目標 成果指標

事業期間の設定理由

補助事業の成果目標及び成
果実績

体育施設
利用者数（人）

251,000人

%

第2次那珂市総合計画、前期基本計画の終期まで

体育施設年間
利用者数

成果実績 人 156,482
目標値 人 251,000
達成度 62.3%

点 9.6
達成度 66.7%

評価年度 令和3年度
成果実績
目標値

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため事業実施翌年度早期に評価を実施。

・令和3年度の「学習活動をしている市民の割合」は22.2％となり、目標値である29.1%を大きく下回りました。大きな
要因としては、学習活動に対して興味・関心が不足していることが考えられます。今後、生涯学習活動の拠点施設であ
る中央公民館においては、市民ニーズを的確に把握し魅力ある学習講座の開設を図るとともに自主的な学習活動の場の
提供等を通じて生涯学習のきっかけづくりに努めてまいります。また、部屋貸しの際にパーテーションを設置する等、
衛生管理を徹底し、コロナ禍であっても利用者が安全安心に利用できる環境づくりに努めるなど、目標達成に向け可能
な限り取り組んでまいります。

・令和3年度の「市民一人当たりの図書館資料貸出数」は6.4点となり、目標値である9.6点を大きく下回りました。これ
は、令和3年度における図書館の資料貸出数（344,881部）が、平時である前々年度（令和元年度）の貸出数（393,356
部）と比較して大きく減少したためです。
　なお、貸出数が減少した大きな要因としては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、一定期間において
施設を休館していたこと、また、年間を通じて市民等が不要不急の外出を控えていたこと等に伴う利用者の減少に起因
するものと考えられます。これらのことから、閲覧席の削減によるソーシャルディスタンスの確保、閲覧室等へのパー
テーションの設置、開館前の消毒作業、図書除菌機の設置等、衛生管理を徹底し、コロナ禍であっても利用者が安全安
心に利用できる環境づくりに努めるなど、目標達成に向け可能な限り取り組んでまいります。

・令和3年度の「体育施設年間利用者数」は156,482人となり、目標値である251,000人を大きく下回りました。大きな要
因としては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、一定期間において施設を休園していたこと、また、年
間を通じて市民等が不要不急の外出を控えていたこと等に起因するものと考えられます。これらのことから、入館時の
アルコール消毒及びマスク着用（運動時以外）の推奨、観覧席の削減によるソーシャルディスタンスの確保、換気の徹
底等、衛生管理を徹底し、コロナ禍であっても利用者が安全安心に利用できる環境づくりに努めるなど、目標達成に向
け可能な限り取り組んでまいります。

補助事業の定性的な成果及び評価等

単位
学習活動をして
いる市民の割合

（％）
29.1％

成果目標 成果指標 単位
6.4

目標値



令和3年度

132

132

100%

11

11

100%

雇用量（雇用人数12人×
雇用期間11月）

※令和2年度の雇用量（雇用人数12
人×雇用期間9月）

活動実績

活動見込

達成度

人月

人月

％

11

月

月

％

交付金事業の活動指標及び
活動実績

電気料 随意契約
ミツウロコグリーンエネルギー株
式会社（東京都中央区）

7,231,069

那珂市企画部政策企画課　

那珂市企画部政策企画課　

契約の目的

人件費 雇用
司書（会計年度任用職員）

12人
20,406,796

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

上下水道料 ― 3,313,233
那珂市水道事業者

那珂市長　先﨑　光

電気料 随意契約
東京電力エナジーパートナー株式
会社（千葉県千葉市） 5,505,601

契約の方法 契約の相手方 契約金額

電気料 随意契約
水戸電力株式会社（茨城県水
戸市）

10,980,329

31,795,000

31,695,000

交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分

うち経済産業省分 31,795,000

95,208,000

95,208,000

31,718,000

活動見込

100%

光熱水費等の充当月数 8

達成度 100%

11

31,718,000

31,695,000

総事業費

交付金充当額

交付金事業の総事業費等

令和2年度

令和元年度 令和2年度 令和3年度

－

－

－

108

108

100%

令和元年度単位活動指標

51,194,775

8

134,534,370

備　考

35,902,567 47,437,028

活動実績

無

評価に係る第三者機関等の活用の有無


